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①【総人口の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②【年齢３区分別人口の推移】 

 

       

③【出生・死亡、転入・転出の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④【合計特殊出生率の推移】 

 

  

資料：国勢調査（平成 22（2010）年までの総人口） 
社人研推計値（平成 27（2015）年以降の総人口） 

国 王寺町 

資料：国勢調査（平成 22（2010）年までの総人口） 
社人研推計値（平成 27（2015）年以降の総人口） 

資料：住民基本台帳 

資料：王寺町 
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資料１ 

平成２８年２月 タウンミーティング 



10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

平成22年

（2010）

平成27年

（2015）

平成32年

（2020）

平成37年

（2025）

平成42年

（2030）

平成47年

（2035）

平成52年

（2040）

平成57年

（2045）

平成62年

（2050）

平成67年

（2055）

平成72年

（2060）

（人）

パターン１（社人研推計準拠）

町独自シミュレーション

(年）

⑤【年齢階級別の人口移動の最近の状況（男性）】※平成 17（2005）年→平成 22（2010）年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥【年齢階級別の人口移動の最近の状況（女性）】※平成 17（2005）年→平成 22（2010）年 
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⑧【人口の将来展望】 

 

 

資料：内閣官房提供資料 
 

資料：内閣官房提供資料 
 

⑦【奈良県内の自然増減、社会増減の影響度】 

H22（2010） 

22,182 人 

H22（2010）～H32（2020） 

住宅開発による人口増加分

を勘案 

H52（2040） 

22,282 人 将来見込み 
H72（2060） 
20,257 人 

何ら対策を講じなかった場合 

H72（2060）11,718 人 

約 8,000 人 H52（2040） 

16,366 人 

H42（2030） 

合計特殊出生率

が 2.1 に上昇 
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